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ホタルの里づくり

　
六
月
末
、
成
瀬
く
り
の
家
保
育
園
の
お
泊
り
保

育
の
夜
、二
、三
匹
蛍
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
の
前
々

日
か
ら
出
始
め
て
、
少
な
い
な
が
ら
も
蛍
を
鑑
賞

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
日
子
ど
も
達
が
見
に
行

く
と
、
す
ご
い
量
の
蛍
が
あ
っ
と
い
う
間
に
出
て
、

幻
想
的
な
雰
囲
気
を
か
も
し
だ
し
ま
し
た
。
少
雨

が
降
っ
て
、
何
と
な
く
う
っ
と
う
し
い
日
、
急
激

な
蛍
の
群
生
。「
君
達
は
恵
ま
れ
て
い
る
」「
君
達

は
運
の
あ
る
方
達
」
と
叫
び
な
が
ら
、
簗
田
寺
と

し
て
は
は
じ
め
て
の
大
量
発
生
。
い
よ
い
よ
ホ
タ

ル
の
里
が
で
き
る
と
い
い
ね
と
凄
く
思
い
ま
し
た
。

で
も
見
学
者
が
多
く
な
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に
警

戒
さ
れ
る
か
な…

。
ま
だ
ま
だ
「
サ
ワ
ガ
ニ
」
の

い
る
谷
戸
。「
カ
ワ
ニ
ナ
」
の
い
る
里
。
フ
ク
ロ
ウ

の
鳴
く
夜
。
簗
田
寺
は
よ
い
里
で
す
よ
。

　
と
こ
ろ
で
、
龍
王
ケ
池
の
ほ
と
り
に
「
半
夏
生
」

が
咲
い
て
い
る
の
は
知
っ
て
い
ま
す
か
。
こ
の
地

域
で
は
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま
す
。
何
に
眼
を
と

め
る
か
、
何
に
興
味
を
も
つ
の
か
が
、
人
生
に
と
っ

て
大
切
な
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ム
ク
ロ
ジ
の
実
（
羽

子
板
の
つ
く
羽
の
黒
い
実
）
の
大
き
な
木
が
あ
り
、

冬
に
向
か
っ
て
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
坐
禅
会

の
方
は
こ
の
実
で
お
数
珠
を
作
っ
て
い
ま
す
。

簗田寺だより
夏
号
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本
年
よ
り
、
当
山
大
施
餓
鬼
会
（
施
食
会
）

は
、
以
前
か
ら
お
知
ら
せ
の
通
り
、
九
月
二

十
三
日
（
祝
）
秋
分
の
日
と
な
り
ま
し
た
。

世
の
中
の
家
族
関
係
も
大
き
な
変
動
期
に
あ

る
中
、
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
思
い
が
強
い

と
存
じ
ま
す
が
、
令
和
の
行
事
に
変
わ
る
こ

の
時
、
で
き
る
だ
け
、
息
を
整
え
姿
勢
を
正

し
て
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。
お
盆
は
例
年
通

り
八
月
十
三
日
、
十
四
日
各
ご
自
宅
に
（
旧

壇
家
中
心
に
）
う
か
が
い
ま
す
。
八
月
十
五

日
は
十
時
よ
り
お
寺
で
盆
供
養
を
致
し
ま
す
。

◆ 新盆の方 - ８月１３日午後、お宅に訪ね、盆供養いたします。（図面等事前に

　お渡しください。）
◆ 旧壇家の方 - ８月１４日、例年通りお伺いいたします。
◆ 壇信徒盆供養にご参加ください。- ８月１５日１０時より本堂で行います。　

一緒に先祖供養いたしましょう。（お布施 参阡円程度）

〔
行
事
〕

お盆 ｜  ２０１９年８月１３日（火）～１５日（木）

彼岸会施餓鬼をいたします。簗田寺弟子達で行います。

塔婆をあげ、施餓鬼法要して多くの方々の冥福をお祈りしましょう。

大施餓鬼会 ｜  ２０１９年９月２３日（月・秋分の日）正午

おに百合

施食

１３時 出家得度式（一名）

住職講話

１４時 打ち出し

大施餓鬼会法要
導師（住持代行）副住職 式衆当山弟子衆にて

１５時 塔婆渡し

塔　婆  ｜  事前申込み（１本参阡円）

お布施  ｜  随意

＊不参加者は、金壱萬円をご送付ください。

予 

定

境内にて、坐禅会有志 古本供養（一人二

冊まで。無料）、ネパール・ミカの会有志 

出店、墓参り用花あります。

返信ハガキ
申し込み
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こ
こ
ろ
、
イ
キ
イ
キ

　
簗
田
寺
を
と
り
ま
く
保
育
園
・
幼
稚
園
の
テ
ー
マ
で
す
。

簗
田
寺
も
イ
キ
イ
キ
と
眼
を
輝
か
せ
な
が
ら
、
高
齢
化
に

負
け
ぬ
イ
キ
ガ
イ
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
時
々
、
我
が
寺
の
大
黒
さ
ん 

美
智
子
先
生

や
し
ぜ
ん
の
国
保
育
園
の
園
長 

齋
藤
美
和
先
生
、
東
香

会
理
事
長 

齋
藤
紘
良
先
生
を
囲
む
音
楽
グ
ル
ー
プ 

C
O
IN
N
 

（
コ
イ
ン
）
な
ど
が
、
テ
レ
ビ
で
取
材
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
正
和
学
園
理
事
長 

齋
藤
祐
善
・

る
み
夫
妻
な
ど
い
ろ
い
ろ
子
育
て
世
代
に
必
要
な
こ
と
に

取
り
組
み
注
目
を
浴
び
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。「
未

来
に
提
案
す
る
寺
」
と
し
て
、
お
寺
を
訪
れ
る
だ
け
で
も

心
豊
か
に
な
れ
る
よ
う
祈
念
し
て
い
ま
す
。

参
禅
会

・
毎
週
日
曜
８
時
よ
り
坐
禅
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

（
但
し
第
一
日
曜
の
み 

朝
五
時
よ
り
朝
粥
作
法
、
朝
坐
、
朝
課
）

・
随
座

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
体
験
〕

山もも豊作

＊
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ネパール・ミカの会

第１土曜　理事会
第３土曜　例会（どなたでもどうぞ）
木もれび堂にて
その他イベント参加は各所で行っています。

東向山 簗田寺　〒１９４ -  ００３５　東京都町田市忠生２丁目５ -  ３３　TEL：０４２ - ７９１ - ０６０２　FAX：０４２ - ７９８  - ７３５８

ただいま新しいホームページを制作中です。近日公開の予定です。

今月の詩

花
は
愛
惜
に
散
り
　
草
は
忌
嫌
に
お
う
る
の
み

夏
の
日
の
　
暑
き
悟
り
は
　
物
い
わ
ず
　
た
だ
下
む
き
て

草
を
と
る
な
り

大
事
で
す
　
他
人
の
眼
よ
り
　
自
分
の
眼

上
手
は
下
手
の
手
本
な
り
　
下
手
は
上
手
の
手
本
な
り

眼
つ
む
れ
ば
　
若
き
　
我
あ
り
　
春
の
宵

へ

う

へ

う

と

し

て

水

を

味

わ

う

道
元
禅
師
（
先
代
の
好
き
な
言
葉
で
し
た
。
）

先
師
道
歌

世
阿
弥
風
姿
花
伝

虚
子

山
頭
火

〔活動〕

季節遅れのワラビ

２０１９年２月ネパール・ルンビニにて

半夏生

町田自然幼稚園・しぜんの国保育園

・簗田寺土地をお貸ししています。
・幼児教育、児童福祉に力を入れています。
・境内で見かけたら、ご挨拶ください。

〔事業〕

子育て稲荷社

男坂の石段は、危険ですのでお避けください。
女坂は、向かって左側です。滑らぬようお気を
つけて。

〔境内〕

一処の碑

・壇信徒以外の方々もご相談ください。
・植木葬を考慮中です。
・いつもきれいに清浄してくださるご家族がい
らっしゃいます。紙面にてお礼申し上げます。

http://www.ryoudenji.net/


	19sm_1pp
	2p
	3p
	19sm_4p.pdf

